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研究成果の概要（和文）：外国語教育におけるシャドーイングはモデル音声を聴取しながら復唱させる，主とし
て聴取力を向上させる訓練法である。シャドーイング音声は「聞こえた単語列を即座に音声化」したものである
ことに着眼し，このシャドーイングを評価者（母語話者）側に課した。そして，シャドー音声の崩れを聴取の崩
れと解釈し，学習者音声のどこがどのくらい聞き取り易い／難いのか，すなわち，シャドー崩れの時系列データ
を通して瞬時了解度を計測する方法を提案した。約750名の日本人英語音声に対して言語背景の異なる三名の評
価者にシャドーさせ，彼らの聴取崩れをモデル化し，任意英語音声に対する瞬時了解度を予測する技術を構築し
た。

研究成果の概要（英文）：In language education, shadowing is a training technique to enhance 
listening skills, where learners are asked to repeat a given model speech while listening to it. 
Since shadowing can be viewed as a technique to have listeners report what they just heard while 
listening, we asked native listeners or raters to shadow learners' speech. Here, raters' shadowing 
breakdowns were treated as listening breakdowns, and they were used to quantify easiness or 
difficulty of identifying words (intelligibility) in learners' speech. This quantification was made 
in sequence, and sequential intelligibility was called as instantaneous intelligibility. After 
collecting 750 Japanese accented English utterances, we asked three raters' with different language 
 backgrounds to shadow all the utterances, and their listening breakdowns were modeled to built an 
automatic predictor of sequential and instantaneous intelligibility for any new learner's utterance.

研究分野： 音声コミュニケーション

キーワード： 外国語教育　シャドーイング　瞬時的了解度　定量的評価　ポステリオグラム　深層学習　音声認識
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研究成果の学術的意義や社会的意義
音声認識や音声合成に代表される音声技術を用いた外国語音声教育支援は，その多くが「発音」教育支援であ
り，「聴取」教育支援は極めて少ない。これは「聴取」している様子は音響的に計測できないため，そもそも音
声技術の対象外として扱われてきたことに因る。本研究では，これまで研究対象とされてこなかった「聴取の崩
れ」の音響的計測を可能にした。そして，数百名の日本人英語音声を評価者にシャドーさせることで，評価者の
聴き淀みをモデル化し，新たな音声に対してどこで聴き淀むのかを予測する技術を構築した。このように本研究
は学術的意義が高く，また，外国語音声（聴取）教育という，実用価値の高い分野に応用することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 外国語学習の主目的は，対象言語を用いた他者との音声コミュニケーションであるが，その言
語を日常使う機会に恵まれなければ，外国語訛りが強く残り，聴取者にとって聞き取り難い発音
となる。学習者発音を矯正する場合，教師は自身が内在的に持つモデル発音との差異に基づいて
矯正し，これを技術的に実現する場合も，母語話者発音モデルとの差異を自動検出することにな
る。これらは母語話者のような発音を学習目標とした指導戦略と言えるが，外国語音声学習の主
目的は十分伝わる了解性の高い発音の獲得である。この場合，聴取者が有する発音逸脱への許容
度を前提とし，どのような発音をすると相手の聴取が崩れるのかに基づいた指導が必要となる。
しかし，聴取プロセスは心的現象である。学習者音声を聞く相手の聴取が，どこでどのくらい崩
れたのか，これを外部から客観的に計測すること自体が難しい。 
 
 従来応用言語学では，学習者音声を評価者が書き取り，書き取りの精度（例えば単語正解率）
でもって当該学習者音声の了解度とする手法が使われてきた。しかし，書き取りの場合，1)聴取
後の推測を許す，2)無意識的に作文してしまう，3)短文音声しか使えない（書き取りは時間がか
かるため，長い発声を覚えられない）など，手法そのものに不可避的な問題を有する方法である。 
 
 さらに従来の音声技術を用いた外国語音声教育支援は，その殆どが「発音」教育支援であった。
これは，発音の様子は音響的に観測されるが，聴取の様子はそうではないからである。つまり，
聴取教育支援は，そもそも音声技術の応用対象外であった。音声科学の分野では，脳計測に基づ
く学習者音声に対する聴取プロセスの分析例があるが，脳計測技術を公教育の教育現場に導入
することは現実的に困難である。 
 
２．研究の目的 
 
 上記のような状況の下，本研究は，1)学習者音声を聞く評価者の聴取の様子を「音響的に」計
測する手法を提案し，それに基づいて，2)評価者の聴取崩れを時系列計測したコーパスを作成し，
更に，3)コーパスを用いた任意の学習者音声に対する聴取崩れの系列予測を検討した。即ち，聴
取者の頭の中をマイクを用いて覗き込み，その結果を用いて，聴取者シミュレータを構築した。 
 
外国語学習者の聴取力を向上させることを目的として導入された訓練法としてシャドーイン
グがある。モデル音声（主として母語話者音声）を聞きながら，その場で復唱する，認知タスク
の高い訓練法である。リスニングはリーディングと異なり，提示された情報は頭の中にしか残ら
ない。つまり，聴取した結果を記憶に留め，記憶された音声表象を適切に処理するスキルを獲得
する必要があるが，シャドーイングはそのスキル獲得に役立つ。シャドーイングは機能的には，
聞こえた通りにメッセージを復唱するタスクである。つまり，提示音声をどのような単語列とし
て知覚したのかを口頭で報告させるタスクである。学習者音声の了解度を計測する場合，その音
声を評価者に書きとらせ（指を使って文字として複製させ），その単語正解率が了解度として用
いられてきた。この作業を，口を使って音声として複製させ，その音声の崩れの様子を了解度と
することを考える。こうすれば，書き取りによる測定方法が有する，不可避な問題が全て解決さ
れる。すなわち，聴取中の単語知覚の様子を報告しており，長い音声に対してもシャドーイング
は可能である。また，どこでどのくらい聴取が崩れたのか系列データとして計測できる。 
 
シャドーイングは元来，心理言語学の分野で，聴取プロセスを分析するために用いられた音声
知覚実験タスクの一つである。つまり本研究は，シャドーイングを（学習者ではなく）評価者に
課し，本来のシャドーイングの目的である（評価者の）聴取プロセスを分析し，彼らの聴取の崩
れを系列データとして定量的に計測し，モデル化し，予測モデルの構築を行う。 
 
３．研究の方法 
 
1) 評価者（母語話者）シャドーイングによる聴取崩れの計測 

聞き手が学習者であれ，評価者であれ，提示された音声をなるべく遅れずに復唱させるタス
クがシャドーイングであるが，単語が聞き取れなければ，呂律が回らなくなり，発声が乱れ
る。これを的確に捉える必要がある。シャドーイングを実施した後に，正解となるスクリプ
トを見せて再度シャドーさせる。この場合，単語が聞き取れないことは起こらず，滑らかな
シャドーイング音声（読み上げ音声）が得られる。聴取崩れを有するシャドーイング音声と，
聴取崩れのないシャドーイング音声とを比較し，両者のずれを時系列として計測すれば，そ
れが聴取崩れの系列データとなる。脳を計測する場合，通常の脳活動と，条件を変えて計測
した脳活動を比較する方法は，例えば，機能的（functional）磁気共鳴イメージングとして



広く用いられている。これに倣い，上記方法を functional shadowing と呼んでいる。図 1
に f-shadowing の概念図を示す。 
 
シャドーイング音声（S）とスクリプトシャドーイング音声（SS）とを Phonetic Posteriorgram 
（PPG）に変換し，これを Dynamic Time Warping（DTW）にて比較する。PPG-DTW(S,SS)はど
こでどの程度聴取が崩れたのかを系列データとして提供する。本研究では，本手法の妥当性
を検討するために，評価者のシャドー音声を人手で書き起こし，1)書き起こしに基づく了解
度，2)シャドー音声を音声認識でテキスト化することで定義される了解度，3)PPG-DTW(S,SS)
による了解度，の三者を比較した。その結果，3)は 1)と極めて相関が高かった（図 2）。ま
た，2)はシャドワーとして超上級学習者を用いると，シャドー音声に外国語訛りが入って音
声認識精度が下落することがあったが，3)は同一シャドワーの S, SSを比較するため，外国
語訛りは問題とならない。英語学習者の了解度を検討する場合，英語は国際語であるため，
非母語話者を評価者として採択することは少なくない。この場合，彼らのシャドー音声には，
少なからず外国語訛りが混入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1：Native listeners' f-shadowing      図 2：PPG-DTW(S,SS) vs. 書き取り 
 

2) 評価者（母語話者）シャドーイングコーパスの構築 
 
 日本人学習者の音声はどの程度相手の聴取を崩すのか，を考える場合，聴取者の言語背景
は重要な要因となる。聞き手が日本人であれば，日本人英語は聞き取り易いだろうし，日本
人と会ったことがないような母語話者が相手であれば，聞き取り難いだろう。そこで，A)日
本語を母語とし英語圏に 10 年ほど滞在している応用言語学の専門家，2) 米語を母語とする
日本語中級学習者（大学生），3) 米語を母語とし，日本語を知らない大学生を評価者（シャ
ドワー）として採択した（図 3）。日本人による読み上げ音声は，約 250 名の大学 1,2 年生に
よる，約 750の読み上げ音声を用いた。いずれも 30 秒ほどの長さとなるよう切り出してい
る。シャドーイング音声収録プログラムを web 上に構築し，シャドーを 2 回（S1, S2），ス
クリプトシャドーは，読み間違いがない音声が収録できるまで，繰り返させた。極めて収録
タスクの高い作業となったが，２年ほどかけて音声収録を終えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図 3：言語背景の異なる評価者によるシャドーイング収録 
 

3) バーチャルシャドワー（リスナー）の構築 
 
PPG-DTW(S1,SS)及び PPG-DTW(S2,SS)を計測した。2度目の聴取の方が聴取崩れは小さくなる。

言語背景の異なる聞き手が，日本人英語音声を聞いた場合（1 回目，2 回目），どの部分でどのく
らい聴取に苦労するのかの予測モデルを，深層学習を用いて構築した。ここでは，学習者音声が
母語話者音声（合成音声）からどのくらいずれているのか（音声素性），学習者が読み上げ時に
使った自作のテキストには文法誤りや不自然な表現がどのくらいあるのか（言語素性）を抽出し，
シャドー崩れを予測する技術を双方向性型の LSTM を用いて構築した（図 4）。実験の結果，言

search and social issues in Japan. Their utterances sometimes con-
tained syntax errors and inadequate pronunciations, and each utter-
ance lasted for about 30 seconds or longer. According to the stu-
dents’ scores of Versant English Test [57], 12 students were carefully
selected, whose overall proficiency scores exhibited a wide range of
distribution. Two native speakers, American and British, were also
added as model and control speakers. Finally, 14 utterances, one
from each of the 14 speakers, were prepared as stimuli.

4.3. Shadowers and transcribers

Three groups of shadowers were recruited: native (N) speakers of
English, non-native (NN) but very fluent speakers of English, and
Japanese (J) but very fluent speakers of English. The first two groups
did not understand Japanese at all. The seven shadowers are referred
to as N1, N2, NN1, NN2, NN3, J1, and J2 henceforth. The first
language (L1) of NN1 was Vietnamese and that of NN2 and NN3
was Chinese. The seven shadowers were asked to shadow each of
the 14 stimuli utterances and then script-shadow it.

Recording of shadowings and script-shadowings was done on a
website, where a practice page for shadowing was also prepared. For
practice, three audios from a high school English listening test and
one Japanese English audio were presented to shadowers, who were
allowed to practice repeatedly. After that, shadowings and script-
shadowings were recorded from the shadowers.

Transcribers who have the same L1 as that of the individual
shadowers were recruited, because the shadowers’ accents may af-
fect the performance of transcription. An American transcriber tran-
scribed shadowings from N1 and N2 and those from NN1, because
NN1’s accent was very native-like. Similarly, a Japanese transcriber
transcribed shadowings from J1 and J2, and a Chinese transcriber
transcribed those from NN2 and NN3. The three transcribers were
graduated students who had good knowledge of language learning
and very good proficiency in English. To reduce inter-transcriber
differences, detailed instructions were given prior to transcription.

Finally, for each of the 14 utterances, we have seven pairs of
a shadowing and a script-shadowing, corresponding to the seven
shadowers. For each utterance and each shadower, in Figure 5, the
ground truth instantaneous intelligibility scores are calculated with
manual transcription (A and B), and the automatic scores are calcu-
lated without manual transcription (C, D, and E).

4.4. Results and discussion

4.4.1. Objective assessment of the proposed method

The proposed method was assessed objectively, where the most fun-
damental unit for intelligibility measurement, word, was adopted.
Correlation between the ground truth intelligibility scores (A and B)
and the automatic scores (C, D, and E) was used as metric for as-
sessment. Table 1 shows the correlations in four cases of C–A, C–B,
D–A, and E–A, separately for each shadower. It is clearly found that
C has high correlations with A, text-based ground truth, and that C
has even higher correlations with B, PPG-based ground truth. As
explained in Section 3.2, the PPG-based ground truth is considered
theoretically to be obtained by finer comparison, the above results
indicates a very high validity of our proposal. Out of the four cases,
for every shadower, the highest correlation is found always in C–
B. In Figure 6, the ground truth scores (B) and the automatic scores
(C) are plotted. Each shadower has 14 samples, corresponding to
the 14 speakers (recordings). While the instantaneous intelligibility
depends on the language background of listeners, high correlation is
obtained for any listener, who is native or non-native.

Table 1: Correlations between the manual ground truth scores (A
and B) and the automatic scores (C, D, and E)
Corr. J1 J2 N1 N2 NN1 NN2 NN3 mean
C–A 0.869 0.898 0.869 0.860 0.937 0.916 0.901 0.893
C–B 0.921 0.899 0.961 0.883 0.956 0.946 0.980 0.935
D–A 0.874 0.690 0.889 0.854 0.904 0.910 0.847 0.853
E–A 0.481 0.501 0.734 0.626 0.629 0.728 0.743 0.635
Correlations of C–A are all negative, but the signs are removed.

PPG-based DTW scores via shadowings (C)PP
G

-b
as

ed
 g

ro
un

d 
tru

th
 D

TW
 s

co
re

s 
(B

)

J1 = .921
J2 = .899
N1 = .961
N2 = .883
NN1 = .956
NN2 = .946
NN3 = .980

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.00.0
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

Fig. 6: Correlations between C (x-axis) and B (y-axis)

Table 2: Average, maximum, and minimum of %Accuracy in ASR
and shadowers

ASR J1 J2 N1 N2 NN1 NN2 NN3
avg. 0.828 0.862 0.834 0.853 0.843 0.795 0.668 0.593
max 0.985 0.966 0.931 1.000 1.000 1.000 1.000 0.800
min 0.625 0.692 0.688 0.615 0.577 0.477 0.354 0.369

Correlations in D–A are rather comparable to those in C–A, but
in J2 and NN3, their correlations in D–A are not so high as the others.
This is because their English pronunciation is strongly accented, and
the ASR performance was not high enough with these shadowers.
However, in C–A and C–B, with these shadowers, correlations are
very high because, in C, PPG-based DTW is made always within the
same shadower (accent). C is totally free from shadowers’ accents.

From E–A in Table 1, it seems to be inadequate to claim that
ASR can simulate listeners well. For each shadower and ASR,
%Accuracy was calculated for each speaker, and the averaged ac-
curacy over the 14 speakers, the maximum, and the minimum are
shown in Table 2. It is found that the state-of-the-art ASR can rec-
ognize Japanese English better than listeners who are non-native,
non-Japanese but advanced learners of English. Taking the follow-
ing well-known fact into account that about three-quarters of the
users of English do not speak English as L1 [58], to play the role of
human listeners well, ASR may have to learn how to misrecognize
correctly like human listeners, especially non-native listeners. This
was already pointed out also by the pioneering researchers [59].

4.4.2. Applicability of the proposed method to approximate instan-
taneous intelligibility in smaller units

In applied linguistics, intelligibility is discussed not only in a word
unit but also in smaller units such as phoneme [22–24]. As explained
in Section 3, the ground truth intelligibility (A and B) and the auto-
matically approximated intelligibility (C) can be broken down into
smaller units. In A, by converting word-based scripts and transcripts
into syllable-based and phoneme-based ones, we can derive sAcc
and pAcc as well as wAcc (See Section 3.1). In C, as shown in
Figure 3, the DTW scores are calculated in the four different units,
i.e. fDTW, pDTW, sDTW, and wDTW, between a shadowing and



語背景によって聴取崩れは大きく異なることが明らかとなり，評価者間の差異と比べると，自動
予測機は十分高い精度で予測できることが明らかとなった。  
 
 
 
 
 
 
 
         図 4：深層学習を用いた評価者聴取崩れの予測機 
 
４．研究成果 
 
 本研究は，従来試みられたことのない，聞き手の聴取崩れを音響的に計測することを，心理言
語学的に，及び，応用言語学的に妥当な方法を用いて実現することができた。それを用いたモデ
ル学習と応用を試みた。既に特許申請をしているが，外国語教育業界（各種のベンチャー企業）
から情報共有の場を求められるなど，少なからず業界にインパクトを与えることができた。また，
外国語教育に関する書籍を出している出版社の月刊誌にて，本研究の成果が特集された。本研究
結果を踏まえ，次年度から新たな基盤（A）の研究プロジェクトも開始しており，発音学習，聴
取学習を統合した，バランスのとれた，外国語音声教育支援の実現を目指している。 
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Proc. Spoken Language Technology 1029-1036

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Zhu Chuanbo、Kunihara Takuya、Saito Daisuke、Minematsu Nobuaki、Nakanishi Noriko -

 １．著者名

10.24539/let.59.0_77

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
未習パッセージを用いた英語シャドーイングの効果

外国語教育メディア学会機関誌 77～105

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
中西 のりこ、峯松 信明、椢原 卓弥 59

 １．著者名

10.1017/s0272263122000080

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Automated assessment of second language comprehensibility: Review, training, validation, and
generalization studies

Studies in Second Language Acquisition 234～263

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Saito Kazuya、Macmillan Konstantinos、Kachlicka Magdalena、Kunihara Takuya、Minematsu Nobuaki 45

 １．著者名

話すことの支援から聞くことの支援へ

日本音響学会誌 154～161

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.20697/jasj.79.3_154

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
峯松 信明 79

 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2022年

2022年

2022年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1109/ASRU51503.2021.9688270

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Multi-Granularity Annotation of Instantaneous Intelligibility of Learners' Utterances Based on
Shadowing Techniques

Proc. Automatic Speech Recognition and Understanding 1071-1078

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Zhu Chuanbo、Hakoda Ryo、Saito Daisuke、Minematsu Nobuaki、Nakanishi Noriko、Nishimura Tazuko -

 １．著者名

10.21437/Interspeech.2022-101

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Gradual Improvements Observed in Learners' Perception and Production of L2 Sounds Through
Continuing Shadowing Practices on a Daily Basis

Proc. INTERSPEECH 1303-1307

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kunihara Takuya、Zhu Chuanbo、Minematsu Nobuaki、Nakanishi Noriko -

 １．著者名

10.21437/Interspeech.2022-440

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Detection of Learners' Listening Breakdown with Oral Dictation and Its Use to Model Listening
Skill Improvement Exclusively Through Shadowing

Proc. INTERSPEECH 4461-4465

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kunihara Takuya、Zhu Chuanbo、Saito Daisuke、Minematsu Nobuaki、Nakanishi Noriko -

 １．著者名

10.23919/APSIPAASC55919.2022.9979918

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Domain Adaptation and Language Conditioning to Improve Phonetic Posteriorgram Based Cross-
Lingual Voice Conversion

Proc. APSIPA 950-956

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hsu Pin-Chieh、Minematsu Nobuaki、Saito Daisuke -

 １．著者名



2021年

2021年

2022年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.21437/Interspeech.2020-2550

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Shadowability Annotation with Fine Granularity on L2 Utterances and Its Improvement with Native
Listeners’ Script-shadowing

Proc. INTERSPEECH 3865-3869

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Zhenchao LIN, Ryo TAKASHIMA, Daisuke SAITO, Nobuaki MINEMATSU, Noriko NAKANISHI 1

 １．著者名

10.23919/APSIPAASC55919.2022.9979918

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Domain Adaptation and Language Conditioning to Improve Phonetic Posteriorgram Based Cross-
Lingual Voice Conversion

Proc. APSIPA 950-956

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hsu Pin-Chieh、Minematsu Nobuaki、Saito Daisuke 1

 １．著者名

10.21437/Interspeech.2021-853

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Lexical Density Analysis of Word Productions in Japanese English Using Acoustic Word Embeddings

Proc. INTERSPEECH 4433-4437

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ando Shintaro、Minematsu Nobuaki、Saito Daisuke -

 １．著者名

10.21437/ISAPh.2021-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Comparison of accent theories of Japanese using E2E speech synthesis in terms of their
effectiveness for learners to acquire natural prosody

Proc. ISAPh 53-58

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Minematsu Nobuaki、Yoshizawa Fuki、Kumano Tadashi、Kurihara Kiyoshi、Saito Daisuke -

 １．著者名



2021年

2020年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.21437/SLaTE.2019-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Native Listeners' Shadowing of Non-native Utterances as Spoken Annotation Representing
Comprehensibility of the Utterances

Proceedings of SLaTE 43, 47

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Zhenchao Lin, Yusuke Inoue, Tasavat Trisitichoke, Shintaro Ando, Daisuke Saito, Nobuaki
Minematsu

-
 １．著者名

10.21437/Interspeech.2019-1953

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Analysis of Native Listeners’ Facial Microexpressions While Shadowing Non-Native Speech --
Potential of Shadowers’ Facial Expressions for Comprehensibility Prediction --

Proceedings of INTERSPEECH 1861, 1865

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tasavat Trisitichoke, Shintaro Ando, Daisuke Saito, Nobuaki Minematsu -

 １．著者名

10.1587/transinf.2019EDP7166

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Tensor Factor Analysis for Arbitrary Speaker Conversion

IEICE Transactions on Information and Systems 1395-1405

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Daisuke Saito, Nobuaki Minematsu, Keikichi Hirose E103.D

 １．著者名

10.1109/SLT48900.2021.9383458

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Optimized Prediction of Fluency of L2 English Based on Interpretable Network Using Quantity of
Phonation and Quality of Pronunciation

Proc. IEEE Workshop on Spoken Language Technology 698-704

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yang Shen, Ayano Yasukagawa, Daisuke Saito, Nobuaki Minematsu, Kazuya Saito 1

 １．著者名



2019年

2018年

2019年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1109/ACCESS.2018.2872060

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Wasserstein GAN and Waveform Loss-Based Acoustic Model Training for Multi-Speaker Text-to-
Speech Synthesis Systems Using a WaveNet Vocoder

IEEE Access 60478, 60488

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yi Zhao, Shinji Takaki, Hieu-Thi Luong, Junichi Yamagishi, Daisuke Saito, Nobuaki Minematsu 6

 １．著者名

10.1109/TASLP.2018.2878949

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Many-to-Many and Completely Parallel-Data-Free Voice Conversion Based on Eigenspace DNN

IEEE/ACM Transaction on Audio, Speech and Language Processing 332, 341

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tetsuya Hashimoto, Daisuke Saito, Nobuaki Minematsu 27

 １．著者名

10.20697/jasj.74.9_525

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
音声分析・合成・認識技術を用いた多様な外国語教育支援

日本音響学会誌 525, 530

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
峯松信明 74

 １．著者名

10.1109/O-COCOSDA46868.2019.9041215

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Large Collection of Sentences Read Aloud by Vietnamese Learners of Japanese and Native
Speaker’s Reverse Shadowings

Proceedings of O-COCOSDA 1, 6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Shintaro Ando, Zhenchao Lin, Tasavat Trisitichoke, Yusuke Inoue, Fuki Yoshizawa, Daisuke Saito,
Nobuaki Minematsu

-
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

〔学会発表〕　計56件（うち招待講演　4件／うち国際学会　17件）

2021年

 ２．発表標題

情報処理学会音声言語情報処理研究会
 ３．学会等名

箱田 崚，朱 伝博，齋藤 大輔，峯松 信明，中西 のりこ
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

逆シャドーイング法を用いた瞬時了解度アノテーションとその高精度化に関する分析的検討

10.21437/SpeechProsody.2018-35

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Prosodic Comparison of Utterances without Extracting Fundamental Frequencies based on Vocalized
Subharmonic Summation

Proc. Speech Prosody 172-176

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ozuru Takuya、Minematsu Nobuaki、Saito Daisuke -

 １．著者名

10.1109/SLT.2018.8639645

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
DNN-Based Scoring of Language Learners’ Proficiency Using Learners’ Shadowings and Native
Listeners’ Responsive Shadowings

Proc. Spoken Language Technology 971-978

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kabashima Suguru、Inoue Yuusuke、Saito Daisuke、Minematsu Nobuaki -

 １．著者名

10.21437/Interspeech.2018-1860

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Study of Objective Measurement of Comprehensibility through Native Speakers' Shadowing of
Learners' Utterances

Proc. INTERSPEECH 1651-1655

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Inoue Yusuke、Kabashima Suguru、Saito Daisuke、Minematsu Nobuaki、Kanamura Kumi、Yamauchi
Yutaka

-
 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

音響学会秋季研究発表会

音響学会秋季研究発表会

Autumn Meeting of Acoustic Society of Japan

電子情報通信学会音声研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

椢原卓弥，朱伝博，齋藤大輔，峯松信明，中西のりこ

峯松信明，朱伝博，椢原卓也，箱田崚，齋藤大輔，中西のりこ

Chuanbo Zhu, Takuya Kunihara, Daisuke Saito, Nobuaki Minematsu, Noriko Nakanishi

椢原 卓弥，朱 伝博，齋藤 大輔，峯松 信明，中西のりこ

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

シャドーイングに基づく言語学習者の英語音声産出・知覚能力に対する多角的分析

モデル音声への接近と逸脱及びモデル音声の知覚に着目した学習者シャドーイング音声の分析

L2 音声を対象とした瞬時的了解度計測のためのシャドーイング音声コーパスの構築

Automatic Prediction of Instantaneous Intelligibility of L2 Speech in Sequence



2021年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

外国語教育メディア学会関西支部秋季研究大会

日本音響学会音声研究会

日本音響学会音声研究会

音響学会春季研究発表会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中西のりこ，峯松信明，椢原卓弥

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

峯松 信明，朱 伝博，ダンチャン・ジャバオ，齋藤 大輔，金村 久美，中西のりこ

朱 伝博，椢原 卓弥，勝瑞 雄介，齋藤 大輔，峯松 信明，中西のりこ

峯松信明

 ４．発表年

シャドーイングの効果に対する学習者の意識

L2 音声に対する瞬時的了解度計測を目的とした シャドーイング音声コーパスの構築

日本語訛り英語の瞬時的了解度系列の自動予測

話す→聞く→伝わるように話す→常時聞いて話すための外国語学習環境構築

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

音響学会春季研究発表会

音響学会春季研究発表会

 ２．発表標題

音響学会春季研究発表会

音響学会春季研究発表会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

勝瑞雄介，朱伝博，峯松信明，齋藤大輔

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

大村瞬也, 勝瑞雄介, 伊藤紀一, 齋藤大輔, 峯松信明, 中西のりこ

咽喉マイクを用いた背景雑音に頑健な学習者音声の自動評価に関する検討

学習者音声に対する母語話者シャドーイングを用いた聴取崩れに関する要因分析

Pin-Chieh Hsu, Nobuaki Minematsu, Daisuke Saito

ダンチャン・ジャバオ，朱伝博，齋藤大輔，峯松信明，金村久美

An experimental study on language conditioning in phonetic posteriorgrams based cross-lingual voice conversion

語彙密度分析を用いた L2 音声の瞬時了解度自動推定



2022年

2021年

2022年

2022年

日本音響学会音声研究会

Pronunciation in Second Language Learning and Teaching Conference (PSLLT)（国際学会）

New Sounds 2022（国際学会）

社会言語科学会大会シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Chuanbo Zhu, Nobuaki Minematsu, Noriko Nakanishi

Nobuaki MINEMATSU, Noriko NAKANISHI

峯松信明

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

外国語学習における効率的な韻律学習とその技術支援

英語学習者が呈する聴取崩れの計測・モデル化とそれを用いた聴取崩れ箇所の予測

Objective and Semi-automatic Measurement of Smoothness of Instantaneous Understanding of L2 English Speech

Objective comparison of the effects of L2 shadowing on learners’ speech perception and production

 １．発表者名

椢原 卓弥，朱 伝博，齋藤 大輔，峯松 信明，中西のりこ



2022年

2023年

2023年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AAAL2023（国際学会）

外国語教育メディア学会第61回全国研究大会

 ３．学会等名

 ２．発表標題
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